
東南アジア華僑調査旅行を終えて

船 越

ま え が き

昭和39年12月22日より40年 3月15日まで,華僑研究

班は,日比野助教授 (人文科学研究所)を中心にL巨村

教授 (天理大学) ･藤原教授 (京都女子大学)の参加

を得て,約3カ月の調査旅行を行ない,筆者もまたこ

れに参加する機会を与えられた｡

旅行はマレーシア滞在約50日間に重点を置き,その

ほか台湾 (約 1週間),香港 (約 1週間),マカオ (2

日間), 南ヴェトナム (3日間), カンボジア (4日

間), タイ (約10日間)などにも及んだ｡南ヴェトナ

ムではサイゴソで宿舎を得られなかったため,ショロ

ンに宿泊し,カンボジアではシエムレアップ付近-,

タイでは南部のソソコラ,パタ二などに小旅行を行な

い,中国人の寺廟や墓地などを訪れた｡

以下に記すところはその概要であり,調査対象 ･調

査機関および各地の問題点と印象を要約した報告であ

る｡なお本稿の内容は昭和40年 9月15日東南アジア研

究センター研究例会において口頭で行なった報告に主

としてもとづくものである｡

この期問,概して平穏無事に旅行することができた

が,つぎに記す二つのケースで,ちょっぴり旅の苦渋

を味あわされた｡そのひとつはサイゴソにおける宿舎

探しの一件である｡われわれは,サイゴン-の出発に

当り,数日前からヴェトナム航空代理店のフランス航

空の事務所-宿舎の依頼をしていたのだったが,サイ

ゴン空港到着後,予約不能の メッセ-ジが届けられ

た｡やむをえず,同航空の/ミスでサイゴン市内の営業

所-行き,そこから,電話帳に記戟されている限 りの

サイゴンおよびシコロンの旅館 ･ホテルに額に汗を惨

ませながら2時間余 り,問合わせの電話をかけつづけ

たのである｡その間,誤って米屋や菓子屋-電話のは

いった苦笑の数幕もあったが,満員またはアメリカ人

専用を理由として,ことごとく斬られたのであった｡

そこで,通 りがか りのククシ-を拾って,とにかくシ

ヨロン-向い,福建出身の運転手に小さな旅館を探せ

昭 生

と命じて,数軒に当った未,やっと戒巌令下の外出制

限時間ぎりぎりに,中国人の経営する小旅館-冷汗三

斗の思いで飛込むことができた｡電話すらもたない旅

館であったことはいうまでもない｡

他のひとつは,二度目のタイからマレーシアへの入

国に際して,マレーシ7鉄道のストライキにぶつかっ

たことである｡南タイの田舎町滞在中の数日間,新聞

をみなかったわけではないが,なにぶん外国の事件な

ので,タイでほとんど問題とはなっていなかったわけ

である｡対インドネシア戦費増大に伴う増税反対のた

めのストライキなのである｡タイ鉄道で国境の駅につ

いて,はじめて,タイの出入国検査官から連絡すべき

マレーシア鉄道の列車のないことを知らされ,荷物を

担いで国境の鉄橋を渡 り,入国時間に遅刻 したのだ

が,特別のはからいで入国させて貰ったのである｡そ

して,暗闇のなかをタクシーと渡し舟を乗 りつぎなが

ら励し合ってコタバル-入ったのは夜も10時を過ぎた

頃であった｡

ずいぶん心細い思いをしたのだったが,いずれも事

宜を得た処置で事なきを得たのは,まさに幸運という

べきであろう｡

なお,旅行中一行の健康は概して良好だったが,令

人とも二,三回程度,軽い日射病 ･風邪 ･下痢に見舞

われた｡ 3月2日,南タイのヤラ駅プラットフカ←ム

千,列車持ちの徒然に貨物秤に上ったところ全員107,0

以上の減量で,年長者ほどその程度が甚しかった｡

調 査 対 象

台湾で訪れた研究機関は中央研究院 (近代史研究所

･歴史語言研究所 ･民族研究所) ･国立台湾大学 (附

属図書館 ･史学系図書室 ･考古人類学資料室) .台湾

省立図書館 ･同新店分館,台車の故官博物院管理処

で,それぞれ資料蒐集につとめた｡また本調査の重要

な対象としていた寺席では,台北の竜山寺 ･孔子廟,

彰化の孔子廟 ･天后廟や刈入れ跡の田圃に設けられた

天師壇の祭など,新竹では孔子廟 ･竹蓮寺 ･城隠麟 ･
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兵和宮 ･菓寧宮 ･関帝廟 ･鄭氏家麟その他の宗両を参

観 ･調査 した｡なお,台中よりの局途新竹郊外桃同否

地の客族出身者家庭を訪問 し,多大の収穫があった:

香港では,研究機関としては,香港大学 University

ofHongKong(碍平山図書館 ･博物館) ･香港中文

大学新酢書院 (図書館 ･東南アジア賃料室) ･同大学

崇基学院 (図書館 ･遠東学術研究所 ･歴史及地理系)

などを訪問 して調査を行ない,その他新 しい仏教復興

運動の結果つ くりあげられた多 くの仏寺 ･仏教学院 ･

仏教 クラブなどをも見学 した⊃

マカオでは,政庁 ･図書館 ･同図書館何東分館 ･博

物館 ･孫文紀念館を訪問 し,鶴祖廟 ･古天后覇 ･観音

堂 ･天主堂 ･城砦などを視察 した｡

ついでサイゴンの国立図書館 ･中華総商会 ･同会図

書館 ･福建会館など,プ ノンペ ンの国立博物館 ･福

建 ･広東会館を訪問 し,とくにサイゴンの中華総商会

ではかな りの資料が得られた｡バ ン コクでは 国立図

書館 ･国立博物館 ･中華総商会 ･SianlSocietyなど

を訪れたっ

主目的のマ レーシアにおける調査対象は次の如 くで

ある｡ クア ラル ンプールでは マラヤ大学,国道二~二Lrl
鰭,国立博物館,広東 ･福建義山,仙四師爺宮および

セランゴール仏教会支部を訪問した｡ (写賓 1参照)

またペントンへの移動に際 し,｢葉柄寸New Villagビ｣

といわれる第二次大戦後の特殊な村落成立事情と構造

をもつ武吉丁宜新村,披璃新村を見学,またカロリグ

ではて レ-人と中国人の神性の習合神と目される新建

立の宇督廟に話で,さらに近接のヒンズー寺院では香

花 ･聖水の祝福を うけた クアラビラは術路広潤,整

然とした小さな町てあるれ ここでは祝着願および孫

文ゆか りの図南薬行などを視察 し この町の都市計画

の基礎をつ く-)たイギ リス駐在官の1,頂徳槽 をも調査し
/二

てラ ノカは幾度 くl)かえ して調査 して4,尺きぬ興味

豊かなところである｡例えば南洋華僑の闘発 した歴史

の古い町に しば しば見 られる,か一一)ての中国人自治休

の統領 tt甲必丹日の位牌をI肥る観音廟の宕雲亭 (里必
丹のオフ ィスがあった)があ り,中国人墓地や寺廟を

管理 している.｡われわれ一行は青雲亭及びその管理下

にある三宝亭 (鄭和をi配る),また ブキットチナにあ

る中国人墓地の tt甲必丹墓=などで碑文 ･墓碑を拓 し

た｡この墓地には明らかに tt皇明王威"と刻まれる明

代の墓 もあ り,崇禎年間のものと目される｡また現在
南洋華僑社会で著 しい仏教の現代化運動をみるべ く,

''香林覚苑"(仏教団体)の経常する初級学校 t㌧再林学

校''を訪問 したが,整頓された学校の雰囲気は教百内
容をもしのばせるものがあった｡また図書館 ･博物館

などを視察 し,SurveyDepartmentでは地図その他

の資料を蒐集 した｡ 2月 2日は陰暦 (現地および中国

では農暦とい う)大晦 口の行事を見るため,雑踏を極

める青雲 享を訪れ,爆竹のなかを同安金鹿会館に赴い

て京劇の清里を聞いた=

写真1 クアラルンプールの国立文書館にて

(中央は同館次長アルダ イ･ジャンタン氏)
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また翌陰暦元日_には現地でく-告告日

と通称されている,数代前より-,,し

一に定住する華僑の正月行事に接す

べ く,てラ ソjjの代表的な有力者の

豪庭を訪問 した｡中国語は失われて

も家庭内に残る中国風の儀礼の強囚

な伝統の残存を眼のあた りに見るこ

とができた｡2月4日は回暦正月だ

つを訪問,畝を交えたか,これはj-I

れわれが て ノー人と親しく接 した岬

･C))例てあった ｡

シソ])メ-ルにおける調査の中心

は国立図書館東南アジ7資料室であ

ーつた｡当地の有力者で優門大学出井

の陳育材氏が,その所)歳の tt珊蔭斬り



･)L由 ア ジ/ア UILlJ/E

蔵書を挙げて寄附したものである｡われわれ一行が寄

附後最初の外国人閲覧者だということで歓迎された｡

また,シンガポ-ル大学や南洋華僑の総力を結集して

叩,3巷 第5t,ゴー

が存することだった｡

南洋華僑勢力のなかでも最有力の結集中心であり,

また我国とも未解決の懸案をもつシソガポ-ル中華総

写真2 シンガポールの学者たちと,向って右は陳育違氏
左はシソガ～ポル大学賀光中教授

1956年に開校された華僑の文化中心南洋大学,湖州会

館と関係深いカレッジ義安学院などをも訪問,各機関

の研究者と連繋を密にした｡ (写真2参照)

さらに,マレー研究において,植民地時代から多 くの

すぐれた業績をはぐくんだ "JournaloftheMalayan

BranchRoyalAsiaticSocietyけの刊行で有名な同会

を,副会長許雲樵教授 (義安学院)の案内によって訪

れ,多 くの研究資料を蒐集することができた｡ (写真

3参照) この機関は, 国立図書館 (旧ラツフルズ図

書館)の北東に隣

接する国立博物館

(旧ラツフルズ博

物館)の一室に置

かれており,併せ

て博物館の列品を

も視察した｡注目

すべきは南洋遺留

の中国陶翌が陳列

されてあり,鄭和

以降明清のものが

多数を占めるなか

写真3 書斎の許雲樵氏教授 で宋代青票の逸品

商会との接触には日比野助教授 ･中

村教授が当り,意見の交換 ･資料の

蒐集などかなりの成果を得ることが

できたOまた当地有力新聞 tt南洋商

肝'の資料室,潮州会館,古い伝統

を有する福建華僑のクラブtt吾磨倶

楽部日を訪問し,また海峡植民地最

初の華僑学校 tt孝英書院日,天福宮,

天后廟などの碑拓作業を行なった｡

イポ-においては若干の会館 ･寺廟

のほか孫文を援助した故鄭民偉氏の

令息を訪問,タイピソでは国立博物

館分館を訪問,その資料,図書の蒐

集をみて,原始マレ-の研究に努力

した Evans,Ⅰ.H.Nなど英国人研究者

の業績を偲んだ｡

ペナソにおいては同族の ttみたま

辛"たる tt宗両日と ttql必丹日の墓地を調査した.宗

両では福建の邸氏 ･曹氏の竜山堂をはじめ,文山堂 ･

東川堂 ･陳氏宗両 ･鄭氏家廟などを訪れ, t'甲必丹日

韓氏の初代より5代までの墓を確認し,碑拓を行なっ

た｡また寺廟では太伯宮 ･広福富な どの調査を行な

い,とくに前者では乾隆年間の石香櫨を認めて拓本を

つ くった｡ (写真4,5参照)

南タイのソソコラやバク二では福建華僑の天后廟 ･

林姑娘廟などを訪れ,タイ人の仏教,華僑の仏教,マ

レ-人の回数などの混在する社会の複雑さを視察し

た｡なお,この方面の葦億は福建系のものが多く,か

つペナンとの交流が頻繁なことが知られた｡

各地の間珪点と印象

台湾の景観を基礎づける淡紅色の土壌の鮮かな色彩

は,この地域が自然地理的な意味において,東南アジ

アと同一の類型に属することをはっき りと示してい

たOこの土地は実質的には明末以後の開発にかか り鄭

成功入台以後とくに中国人の移住が活海になったので

ある｡したがって,現在においてもなお,中国人移住

民のもつ社会生活のバク-ンを極めて色濃く示してい

るようである｡たとえば,宗両 ･家廟や故郷の土地の
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写真4 ペナソ竜山堂耶氏宗議所において宗譜を調査中の一行

写真5 ペナンのLirJ射寸だった鄭氏の邸宅と家廟,鄭氏関
係の遺物は多 くペナン博物軒に収められている

神々,職業の神々,家族制度など南洋華僑社会に類似

のものをもっているっそ して,彼等を送 り出 した旧中

国の社会の側面をも何せ有 しているのである｡Lかも

明治末から大正にかけて行なわれた台湾E廿は'll.調査その

他の数多 くの沌学術的な資料や研究成果も残されてお

り,またわが国の研究者による植民地統治下の台湾に

ついての批判的研究も存 している｡資料の継続性にお

いて,す くな くとも過去半世紀以上を遡ることができ

るからである｡台湾は,南洋華僑社会研究の具体的な

方式をつ くり出すのに好適のフ ナ-ル ドと考える所以

である

香港の繁栄は闇きしに勝るものが

ありた 人にLEつては戦前をはるか

に LLjjぐともいう し か も,宜行
･警察 ･大学なとの政庁と-一般車尺o)

接点には r川司系の人 を々配llFlr:してあ

り. 中国人もこ二二は左Lた違和感

.>こしに,))びのひと牛高二きるわけて

あ る これか LrownCololly,Ii()nRI

Kon只.てあることを忘れ させるほと

てある､しか しまた,隼人の社会に

吊:(,)わらす,轄雄ミ中国語の通 じない

ことも堅 くべきものがある:小学校
にはサ雷.Ef･畢語による∴つの型があ

り,この場合の華語とは標準中国語

てなく広州語であるとい うOまた日

常の放送 ･チンピなどにも広州語が

多く｢机 ､られている｡

大陸においては標準語化の勢の桁
河と進んている現在, もう数10年 も

すれば香港は特殊言語の孤島と化す

余-言二,福建からや-つてきた少女の

きれいな標準語を想 うにつけても,

香港における中国語の問題は将来重

要/与テ-てとな る ことか 予測され

る 香港には南洋華僑の故郷華南地

方のあらゆる華語が行なわれ,これ

ら南方華語の修得には極i7)て便利な

の門戸であ り,さらに南洋名地との

密接な人的つなが り,経済的つなが

～)も存在する｡そのうえ,中国人学者ばか りでな く,

世界各地の学者の往来も頻繁であることは,今後の華

僑研究の有力な一一中心となるであろう｡すでにこの状

執 こ即応 して研究施設 も77干活動を始めていることが

知られるのである｡

昨今におけるインドシナ半島 ･_Jjイの華僑問題はな

んとなく重苦 しい雰囲気が感 じられ,香港などとは打

って変った重圧感を うけるのであるL,インドシナ半島

などはすでに紀元 1世紀より葦人の植民の行なわれた

地域で,史料に現われる華僑の最古の定着植民の事実
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があり,したがって,これら地域の原住民の血にはか

なりな中国的要素が混じていると思われ,他の東南ア

ジア地域と異 り原住民に商業的巽落形成の能力が認め

られる｡また,激しい政治的独立への欲求もある｡その

結果,学校教育における華人の標準中国語教育の制限

は事実,華僑の標準中国語の力を極めて弱いものにし

ているのである｡ある意味において,南洋華僑におけ

る新客と tt苔貫目の対立に類する事象がこの地域の社

会において認められるのは,或いはかえって濃厚な華

人の血が原住民に混じているせいかも知れない｡

マレー半島に広 く分布する赤色土壌はこの半島の顕

著な景観構成の要素である｡これを以って古い中国文

献にみえる tt赤土国日をこの半島の一書酎こ比定する論

者もあるほどである｡この赤色土壌は,基盤の石灰岩

がはい乱 ･酸化した土壌の堆積したもので,高い気温

と多量の降水を示すメルクマールである｡3月初句,

東海岸に入って始めて雨季に遭遇した｡これまで全旅

程を通じて無用の長物化していた洋傘をここではじめ

て開いた｡雨季とはいえ日本の梅雨と異なって,スコ

-ルの頻度が多くなるのである｡ほとんど毎日数時間

のスコールに見舞われた｡

半島を旅行して気付いたのは東西 ･南北の対比であ

った｡ごく大ざっばにいえば,南から北に行 くにつれ

てゴム園が減少し,その管理がわるくな り,それにか

わって,水田の縁が鮮やかさを増す｡それとともに次

第に華人よりマレー人の姿が目につくようになること

だった｡また東西の対比では西海岸が人口群密で華人

が多く,また錫の採掘があちこちで進んでいるのに比

べ,東岸は人口稀薄で大きな川の河口に商業的衆落を

中心とした小都市が立地する程度で,一般にマレ-人

が多く,また漁村もしばしば目についたOマレー人に

ついてとくに気になったことは,ケランタン,ことに

コタバル周辺のマレー人が服装もきれいで顔にも気品

が窺われることであった｡華僑問題ではないが,マレ

ー研究の一課題ともなるであろう｡

マレーシアの半島部を旅行して,この国が一般にい

われるように ｢ゴムと錫の国｣であることを改めて感

覚的に知ったのだが,実はこの両者共華僑の努力によ

って,よく今日の盛大をなすに至ったものである｡錫

鉱山 ･ゴム園の分布と,華人の分布を地図化してみれ

ば,その分布状況が対応関係を示すことは一目瞭然で

ある｡

帯3堆 第 5号

マレ-の錫ははやく9世紀頃から知られており,14

世紀の荘大鞘撰 ｢島英誌略｣や,15世紀はじめに鄭和

に随って南洋に下海した馬歓の ｢混渡勝覧｣などにも

みえるところであり,16世紀以降マラッカに拠ったポ

ル トガルやオランダの貿易ももっぱら錫を対象とした

ものであったといってよい｡マレー土侯のおもな経済

的基礎も,錫の生産やこれに対する徴税であったので

ある｡18世紀末から,19世紀前半にかけて,華人の錫

莱-の進出は著しく,これを腐って酉長の徴税権争奪

に端を発したセランゴール内戦 (1866-1873)は華人

首領菓亜来の努力によって終恨せしめられ,その過程

で現在のクアラルンプールの町が成立し,華人の進出

を一層容易にし,この地方の錫鉱業の中心地となった

のである｡ベラ州のLarut地区では1862年に錫工とし

て移属した華人は2万 5千といわれ,1872年には4万

に増加していた｡その盛況が推測されるのである｡そ

の中核となったのが,客族より成る海山公司と卑族よ

りなる義興公司で,1862年鉱区争いに端を発した流血

の械閏が約10年間つづき,ついに英国軍隊の介入によ

って和睦し,現在のタイピソ (華語 ｢太平｣に由来す

る)の町ができたといわれている｡現在の中心集落と

錫鉱,錫鉱と華人の因縁もまた浅からざるものがある

わけであるOマレー華人に根ざす ｢開拓者意識｣もあ

るいはこの辺に出たものかも知れない｡1930年代に新

しい技術が導入されるまで,中国人経営の鉱山産出の

錫が大部分を占めていたことも周知の事実である｡

ゴムにおいても,19世紀末,シンガポール植物園に

おける移植の成功にもかかわらず,その企業化をため

らっていた英人実業家に先んじて,シンガポールの林

文慶博士やマラッカの実業家陳奔賢等の手によって,

いちほや く大規模な企業として,はじめて着手せられ

たもので,マレーシアゴム産業においても華人の貢献

はきわめて大なるものがあるといわねばならない｡

よく知られるように,マレー半島のゴムは1875年,

Wikham,K.が,ブラジルより7万粒の種子をひそか

に英国にもたらし,これをロンドンの Kew植物園に

試植したのにはじまる｡この種子は10%の再生をみ,

うち,200本の樹苗がセイロンに移されたが,約 19′あ

が移植に成功したにすぎなかった｡このころ,英本国

とセイロソから20数本の樹苗が海峡植民地にもたらさ

れ,1877年,シンガポール植物園で,またこれと前後

してマラッカ,ク7ラカソサルなどでも移植に成功し
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た｡これが今日,マレーシアは じめ,インドネシア ･

タイ ･ヴ1トナム ･セイロンなどの数百万木に及ぶコ

ム樹の租先である｡

この後,1888年,シソガポ-ル植物園長として来任

した Ridley,H.N.の貢献によって,植物学上ならび

に農学上からみて,ゴム産業の企業化の成功の見透 し

が得 られたのであるこRidleyにすすめられた林支度

はシンガポールに聯華樹昭公司をつ くって,4,000-

-カーのゴJ､園をつ くり,同時にマラッカの陳肇､賢に
すすめて,20万元の投資で, 2,000--｣)-のゴ∴同

の経営に着手せしめた｡のち,陳氏のゴム閏は英人に

200万元で売却され,10倍の利を得たことから,一､,し

一一華人社会でゴム栽培に手を出すものが急激に1-酎=す

るようになったといわれている｡

なお,現在栽培されてい る コム樹のおもな品種は

(1)P.R.Ⅰ･M.501,503,(2)PrangBesar86,(3)Glenshil,

(4)Pill1-Or84,(5)T.J.N0.1などである1これ らの創

出には,1926年,当時蘭領イン ドより後れていたゴ∴

た RubberResearchInstitutec7_)貢献がきわめて大で

あったO

一般にゴム樹は植樹後, 7年に して,1:ム取の採取

が可能とな り,2C)iFをこえると老化し,30年に Lで完

全に駄目になるとい う二第 2次大戦後20年,戦中,お｡lE

び戦後の復興期に植えられたゴム樹は,もはや老朽化

を辿 りつつあるのである｡旅行中,至る処で,ゴ∴林

の焼却や値替え作業が行なわれていたのはこの為であ

ろう.一方において,世界的には合成ゴ∴の進出が顕

著とな り,しかもゴム園の老朽化は急テンポで進みつ

つある｡マレーシアゴム産業の前途には楽観を許さぬ

ものがあ り,政府も,年間の植替え目標を作 って,捕

助金を出し,ゴム産業の再建に必死となっている姿が,

ひ しひしと感 じられたのである｡

しか し,一一万において,主食作物は じめ果物などを

多量に外国に依存 してお り,ゴムと水稲以外に農業と

いえるものをもたない現実の事態を考えると,単一栽

培方式から幾分農政の重点を食糧作物に移 した方がよ

いのではなかろうかO

主食は全消費量の半分をタイ国など近隣の米産諸国

から輸入 し,果物では湖州産で,香港経由輸入される

tt唐山の名呆けが幅を利かせ,Lll合の/ミス停留所の位

ですら,イスラエルやオ-ス トラリア産の果物の並べ

好ましいものだろうか｡

豊かな自然に対する高度の農業技術的改善,たとえ

ば季節的な偏倍の著 しい降水調節のたb7)の貯水や漸牡
機構の整備,環境や施設の進歩に対応する新品種の創

旧など,なおなすべきことは多い様である｡これに軌

連して,シンガポールやジ=:ホールにおける華人の/こ

イン 7 ､ソブノL栽培の成⊥1,は農業の現況から考えて汗fl
に f直するもののようである｡

以上みてきたように.ゴムと錫はマレーシア連邦に

と-)て,また華僑にとってきわめて大きな産業であ F)

重要な財源といえるのであるOこの点,ほとんど精米

や米の流通を主とするタイ ･ビルマ ･グrトナムなど

I))あ り方とは若干傾向を異にす る とと もに,かえ-)

て,マレ-シア華僑の米の輸入や雑指の仲介と密接な

補完関係をもつ ことになる｡世界の文明国とゴ∴と錫

を媒介として交渉をもつとともに,東南アジアの華僑

闇とも食糧輸入と雑貨供給によって深 くつながってい

るのである｡この点,局地的な流通 の支配だけ でな

く,広域的な活動分野の大きいマレ-シ7華僑の国際

性は注目すべきであろう｡

他方,国内的には半数に近い人【Ⅰを有する華僑は,

二重国籍の認められている現況において,かな りな政

治的発言権を保有 してお り,罵華公会などの政治結社

は現政権においても重要ポス トを確保 しているのであ

る〔この点も,また原住民による民族主義的傾向の弧

い東南アジア.i附司とことなるところであろう｡そ し

て,これがてレーシ7華人社会における標準中国語の

広汎な通用とも関連 していると思われる､

東南アジア華僑社会に共通 してみ られ る血縁的印

結 ･同郷による団結 ･言語別集団の職業分化に加 うる

ろである｡

さらにもう-つつけ加えておきたいことに, -:レ-

シ7華僑内部の地域的対立の底流の存す る ことがあ

る,3香港あた りの中国人によるとシンガポール人口の

90?Oは華人であるという,,統計上では809〟をやや上廻

る程度なのだが,彼らははっきり90%と言-)ている｡

絶対多数である｡我々の旅行はシンガポールの分離独

立以前だったが,このシンガポールの華人たちが F連

邦｣という名称で呼ぶとき,きま-)てジヨ,i-,-ル水道

を隔てた彼方を指し,けっしてシンガポールを含まし
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めることはなかった｡

ともにマレーシア連邦に所属しながら,共属の意識

はほとんど感でられなかったのである｡

そこにはまたマレーシア連邦のマレー第一主義とい

う華人にとっては我慢ならぬ政策-の反漠もたしかに

あったであろう｡シソガポ-ル政界の裏話としてよく

知られることだが,華僑が選挙に勝つためにはどうし

ても中国語による演説を行なう必要があり,中国語を

失った -t器告"の場合,代表的な有力者であっても,

選挙のためには中国語を学習して選挙に望むのだとい

うっこれはマレーシア連邦の華僑要人の英語 ･マレー

語中心の文化の型に比し,明らかにシソガポ-ルの全

体的雰囲気が異なることを示すものと思う｡

先祖伝来の遺産に安住し,英国系の教育をうけ,こ

の土地のみを自らの国土と観じるゆたかな -t告胃"実

力者達と,数々の圧迫と困難の体験もなお記憶に新し

く,漢民族の光栄と伝統を信頼して中国文化を保持し

ようとする華人とが,同じく中国人の血を引きながら

対立するのは当然であった｡シソガポ-ル華僑で,比

較的進歩派と目されるキリスト教徒間ですら,なお,

閲 ･越の言語で書かれた福音書が通行し,かつ教会も

華南方言で行 うサーヴィスや日曜学校に,それぞれ方

言別にわけて時間割を組んでいる｡

開明的な華人ですら,こんな状況であり,伝統的な

自分達の文化-の執着はかなり根強いものがある｡一

昨年夏より数次にわたってシソガポ-ルで起った華僑

とマレー人の衝突事件も,あるいはこの点からも説明

できるかも知れない｡

加えてイソドネシア対決政策のあふ りを受け,イン

ドネシア貿易の犠牲を余儀なくされた上,国税負担の

増額を要求されたとき,これに極めて強い反漠を感じ

るのは自然の成 り行きだったに違ない｡

反面,分離独立の有力な原因となった中国銀行閉鎖

問題にみられるような,大陸-の著しい傾きも,貿易

上の問題とも絡んで,理解し得るのである｡恐らく香

港の全事象から,英国支配という要素を除き去った自

由港というのが,シソガポールの理想像となるであろ

う｡どちらにも行けない中国人,どちらにも満足でき

ない中国人の好んで集るところとなるであろう｡まさ

に華僑の国というべきであろう.90%の人口を占める

という事実はここでは圧倒的な重みをもつのである｡

いま,東南アジア各国における華僑人口の割合をみ

第3巻 第5号

ると, 旧仏 ･蘭領と比較して旧英領においてとくに著

しいことが指摘される｡旧英領海峡植民地 ･マレーに

おける英国人の植民の歴史は,まさに中国人を導入し

てこれに十分の活動の余地を与え,これを高所から把

握して大局を誤らなかった英国人の統治能力の卓絶し

た手腕の歴史である｡香港においてもみたように,坐

き生きと活動する華人の背後には,チャ-クード･バ

ンクや香港 ･上海銀行などを機関としてコントロール

する英国の経済政策があったのである｡

われわれは,この度の調査において,おもに華人植

民の歴史に関する調査研究を行ったのであったが,こ

れらの資料が集まるにつれて,研究が深まるにつれ

て,しばしば英国植民地政策との接点にたどりつ くの

である｡これらの点を考えるとき,華僑研究のもう一

つの側面として,英国植民地経済史からみた華僑研究

を充実させねばならないことを痛感するのである｡

それは,ひとつには,葦僑社会の構造のなかに,莱

国の植民地支配に対応する姿勢が看取されるからであ

り,また,地上最優秀の民族と自負し,伝統文化に対

する限 りない自信をいだ く華人と,自尊心と能力にお

いて,決して華人に劣らず,祖国-の信頼と忠誠心に

溢れた大英帝国の臣民との接触の歴史だか らで もあ

る｡

生活 の寸描

つぎに,旅行中眼に触れた華僑生活の一端を記して

おこう｡ まず服装からはじめよう｡ 男子の場合, よ

ほど保守的な人は別として,ほとんどわが国の夏季と

同様だが,ただ土地の人はズボンにベル トを用いず,

両サイ ドをファスナーで締めて,ベル トの部分のみに

汗の参むのを避けている｡したがって,ベル トの有無

で,土地の人か否かを凡そ判断しうるわけである｡ま

た学校通いの生徒たちの服装は清潔で,男子生徒は自

開襟シャツにショートパンツが一般化している.婦人

の服装は,政府機関や銀行などに勤務するものは別と

して,七分そでのブラウスにスラックスという中国の

夏季の服装が多く,労働着の場合,スラックスは黒色

がよく用いられていた｡また若い娘たちは好んで,螺

釦で飾られた枇杷形の縁の眼鏡をかけ,少しおめかし

するとこれにネックレス,イヤリングが加わる｡そし

て多くの場合,サソダル履きなのである｡街頭にみる

広告看板も専らこの服装が描かれることはいうまでも
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ない｡

つぎに食生活をみると,旅行中,バンコック滞在の

際を除いて,一貫して華人旅館を利用し,中華料理で

通してきた｡われわれの健康状態が比較的良好であっ

た一因は,生水を絶対に飲用 しない華人社会のなかに

あったこととともに,中華料理で通したことにもある

様で,熱帯における中華料理の利点を改めて体験的に

認識 した次第である｡また,これらの食物を通 じた体

験から,華僑の食物と日本の若干の食物に著しい類似

の存することを知ったのであるc ttういろう"や蒸し

葉子の類,I.ゆぼり･麺類 ･刺身の類,朱泥の陶器を用

いて行なう福建出身者特有のわが煎茶の法のプロトタ

イプとみられる飲茶の風習などのたぐいが これであ

る｡

また,街頭にでて,連なる漢字看板のなかに,各地

に共通して数多く目についたのは tt皮軽(皮靴)日の看

梶であり,これには何か日本と異なる事情の存するこ

とを予測せしめるものがあった｡その第一は畳を用い

ない,むしろ西洋風に近い床をもつ家屋構造と,それ

にともない就寝時を除いて片時も靴を離さぬ生活慣習

に基 くもので,外出時のみに靴を使用する日本人の生

jJiとは比較にならぬ靴-の依存度の高さを示すものと

思われた,Jついでながら,彼等の靴に対する感覚がil

本人と著しく異なってお り,たとえば灰皿やてスコ.,

卜などのモチーフにして,卓上や飾 り棚に置き,全 く

不浄感を有たないのにも驚いた｡靴はむしろ生活に密

着 した愛すべきものとしての要素を彼等の社会では有

つのであろう｢

さきに記した正月行事は具体的には家庭の正庁に配

られる先祖の位牌への礼拝であり,ひとびとは父母の

在ます一族の中心となる家庭に集ってくる｡実際この

習慣は比較的忠実に行われており,要職の人も寸暇を

割いて先祖の前に穐拝し,老いた親たちを見舞い,兄

弟姉妹と久潤を叙するわけである｡ 有力者の場合,日

常交渉の頻繁な人人が年賀に集って饗食するわが国同

様の風景もみられねこともない｡

個々の家族はさらに同族のより大きな団体に抱摂さ

れ,この同族同体が基盤となって,出身地による地縁

団体をつくる｡この地縁団体は更に大きな福建 ･広州

･湖州 ･客族 ･海南など,より広範囲な出身地グルー

プに統べられることになる｡これら広域地縁団体のメ

ソバーは,出身地によって,はっきり言語 ･職業分野

･取引銀行などを異にするわけである｡これらの頂点

に立つのが中華総商会である｡われわれの滞在中,同

会の理事改選が行われたが,その選出は,同業組合

と,出身地別グループの2本立てとなっていた｡しか

し,ilJ.身地によって職業分野が分かれているわけだか
ら,結局はこれら出身地グループから選出されてくる

理事によって運営されているといって過言ではない｡

まったく見事などラミッドというほかはない｡秘密結

社から殆んどあらゆる事業の分野にわたって,その構

造を支えたのはこの家族制度に発する什組だ-〕たまっけ

である｡

華僑の社会生活におけ る野著な祖先!/L黒い 宗族結

合･地縁的団結 ･擬制家族制などとともに,日常生活

のなかには我々の生活文化と基礎構造において共通す

る面が見出される反面,目をみはらせる輿望劉生もまた

共存しているのである｡華僑社会の歴史的社会的研究

はこれらの点においても興味深い問題の数々を豊富に

ふくんでいるのである｡

む す び

もしも東南アジア地域に,華人の進LLiJ.･定住が全く

行われなかったと仮定するならば,われわれは一体い

かなる東南アジア像を描き出すことができようか｡こ

の地域の自然や文化の錯雑した姿にただ手をこまねい

てその構成に困惑するにちがいない｡ことほど左様に

現実の東南アジアにおいては華僑の果す役割は不可欠

のものとなっている｡社会のあらゆる結節点をおさえ

て,これを綜令的に組織化した華人の広汎なひろがT)

と深い惨透力,これこそ,モンスーンや稲作などにも

決して劣ることのない東南アジアの地域的性格を形成

する重要な要素にはかならないのである｡実際,華僑

を抜きにした東南アジアなど,全くイメージが浮んで

こないのがむしろ当然なのである｡

われわれは,約 3カ月という短い期間の旅行を行っ

ただけであり,限られた休験にもとづいた知識にすぎ

ないわけであるが,華僑こそ東南アジア社会の実質的

な担い手であることを再認識するとともに,そこに余

る過程に発揮された華人のすぐれた資質を改めて確認

した次第である｡
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